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紫波地区中総体・岩手県通信陸上大会・吹奏楽コンクール地区大会に向けた壮行会が行われ

ました。生徒会を代表して吉田悠さんからは「これまでの努力を 100%発揮して欲しい」と激

励の挨拶が送られました。各部からも、次の大会にかける熱い思いが語られ、それを激励する

エールもまさに 100%の全力を感じるものでした。途中で応援リーダーの声がかれ始めた場面

には、その思いの強さも感じました。また、応援団の中には、自分も選手であるにも関わらず、

応援に全力を尽くした生徒もいました。･･････頑張る仲間がいるから自分も頑張る！･･････そ

んな思いを締めくくった合唱「栄光の架け橋」。･･････子供たちの心には希望と決意がわいた

ものと信じています。 

壮行会後に、藤原成琉さんが、応援の皆さんに伝えた「本

番まで残り数日、不安な選手は、そばにいるはず。教室など

で声かけ合って、全員が 100%をできるようにしましょ

う！」･･････各教室などで期待しています。 

 

 

 

 

 

保護者の皆様。ぜひ、各会場で「子供たちの頑張り」に応援下さい。選手としての頑張り、

ベンチや陣地での頑張り、応援の頑張り、補助員などでの頑張りを見つけてやって下さい。結

果や実際の姿に思う部分があっても、決して「評論家」や「批評家」になることなく、一番身

近で、心と身体を支えていただける「サポーター」であることを願っています 
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いくつもの日々を越えて 
辿り着いた今がある 
だからもう迷わずに進めばよい 
栄光の架け橋へと 
 
悲しみや苦しみに先に 
それぞれの光がある 
さあ行こう 
振り返らず走り出せばいい 
希望に満ちた空へ 



                                                                      

                                  

 6 月 9 日(金)に、やはぱーくで、特設合唱部と、世界で活躍されるチェリスト・水谷川優子

さんの音楽交流会が行われました。 

会場の埋めるお客様とも、心温まるステキなひとと

きを過ごしました。水谷川さんからは、「前日のリハ

ーサルでも、練習の姿からも、そして、皆さんとのス

テージにも感激しました。合唱を通して、この輝く中

学時代を、かけがえのない宝石にして下さい。」と、

励ましをいただきました。 

そして、入学 2 ヶ月（実質 1 ヶ月）の 1 年生にと

ってはデビューステージです。一言。1 ヶ月とは思え

ぬ立派なステージに拍手喝采です。 

「音楽のまち やはば」で、子供たちが、心安らぐ

時を届けてくれることを今後とも期待して下さい。応

援を宜しくお願いします。（生徒の皆さんは、最後の

片付けまで、大変立派でした。ありがとうございまし

た。） 

 6 月 9 日(金)に、教育実習・中村先生の保健体育研究授業が行

われました。題材はバレーボール。目標は「４対４のミニコート

ゲームで、３段攻撃を出来るようになろう」。大人でも難しい内

容で、ともすると、「あまり達成感が得られず、結果、盛り上が

らず」ですが･･････行ってみると、大盛り上がり。笑顔いっぱい

で、３段攻撃に挑戦する光景が、たくさん見られました。授業後

には、生徒を代表して、鈴木伶実さんから「短い期間でしたが、

楽しむバレーを学ぶことが出来ま

した」とお礼の言葉がありました。

（当日の様子や感想を、子供たち

から、ぜひ、お聞き下さい。[３年

3&4組女子]） 

 放課後に、中村先生に感想を聞いてみると「授業としてど

うだったかはわかりませんが、子供たちのお陰で、楽しい授

業が出来ました」と、感謝を話していました。 

 私が尊敬する先生は「人生は出逢いの宝探し」と話してい

ました。この３週間の出逢いが、子供たちにとって、何より

中村先生にとって、「出逢った宝」として輝き続けることで

しょう。 


